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令
和
六
年
十
月
十
一
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

事
業
段
階
関
係
地
域
の
範
囲

世
田
谷

区

桜
丘
三
丁
目
、
桜
丘
四
丁
目
、
上
用
賀
一
丁
目
、
上

用
賀
二
丁
目
、
上
用
賀
三
丁
目
、
上
用
賀
四
丁
目
、

上
用
賀
五
丁
目
、
上
用
賀
六
丁
目
、
用
賀
四
丁
目
、

玉
川
台
二
丁
目
、
瀬
田
五
丁
目
、
岡
本
一
丁
目
、
岡

本
三
丁
目
、
大
蔵
一
丁
目
、
大
蔵
二
丁
目
、
大
蔵
四

丁
目
、
砧
一
丁
目
、
砧
二
丁
目
、
砧
三
丁
目
、
砧
四

丁
目
及
び
砧
公
園
の
区
域

二　

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

管
理
者　

吉
住　

健
一

千
代
田
区
飯
田
橋
三
丁
目
五
番
一
号

三　

対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

　
　

世
田
谷
清
掃
工
場
建
替
事
業

　
　

廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置

四　

対
象
事
業
の
内
容
の
概
略

　
　

対
象
事
業
は
、
世
田
谷
区
大
蔵
一
丁
目
一
番
一
号
に
位
置
す
る

既
存
の
世
田
谷
清
掃
工
場
の
建
替
え
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

五　

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論
の
概
要

　
　

事
業
者
は
、
大
気
汚
染
、
悪
臭
、
騒
音
・
振
動
、
土
壌
汚
染
、

地
盤
、
水
循
環
、
日
影
、
電
波
障
害
、
景
観
、
廃
棄
物
及
び
温
室

効
果
ガ
ス
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
論
は
別
記
の
と
お
り

で
あ
る
。

六　

評
価
書
案
の
縦
覧

㈠　

期
間

令
和
六
年
十
月
十
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
一
日
ま
で
。
た

だ
し
、
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律

目

次

○
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
…
…
…
…
…
…
…	

二
二

○
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
…
…
…
…
…
…
…
…	

二
三

○
衆
議
院
（
小
選
挙
区
選
出
）
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
人

　

名
簿
の
登
録
基
準
日
、
登
録
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

二
四

○
衆
議
院
（
小
選
挙
区
選
出
）
議
員
選
挙
に
お
い
て
候
補
者

　

届
出
政
党
が
政
見
放
送
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
基
幹
放
送

　

事
業
者
等
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

二
四

告
　
　
　
示
（
公
）

○
技
能
検
定
員
審
査
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

二
五

○
指
定
講
習
機
関
の
届
出
事
項
の
変
更
届
出
…
…
…
…
…
…
…
…	

二
六

○
認
定
教
育
実
施
者
の
届
出
事
項
の
変
更
届
出
…
…
…
…
…
…
…	

二
六

○
認
定
検
査
実
施
者
の
届
出
事
項
の
変
更
届
出
…
…
…
…
…
…
…	

二
六

公
　
　
　
告

○
衆
議
院
（
小
選
挙
区
選
出
）
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
長

　

の
事
務
を
行
う
場
所
…
…
…
…（
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
）…	

二
六

○
衆
議
院
（
比
例
代
表
選
出
）
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
分

　

会
長
の
事
務
を
行
う
場
所
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…	

二
八

○
衆
議
院
（
小
選
挙
区
選
出
）
議
員
選
挙
に
お
け
る
政
党
そ

　

の
他
の
政
治
団
体
が
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
に
す
る
届

　

出
、
申
請
等
の
受
付
場
所
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…	

二
八

告
　
　
　
示

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
十
一
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四
十
八
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
世
田
谷
清
掃
工
場
建
替
事
業
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
書
案

（
以
下
「
評
価
書
案
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
概
要
の
提
出
が
あ
り
、

条
例
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
段
階
関
係
地
域

を
定
め
た
の
で
、
条
例
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

告
　
　
　
示

○
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
書
案

　

等
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課
）…	

一

○
土
壌
汚
染
対
策
法
の
規
定
に
基
づ
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
区

　

域
の
指
定
…
…
…（
環
境
局
環
境
改
善
部
化
学
物
質
対
策
課
）…	
八

○
土
壌
汚
染
対
策
法
の
規
定
に
基
づ
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
区

　

域
の
指
定
の
一
部
解
除
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…	

九

○
土
壌
汚
染
対
策
法
の
規
定
に
基
づ
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
区

　

域
の
指
定
解
除
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…	

一
〇

○
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
河
川
部
指
導
調
整
課
）…	

一
二

○
東
京
都
立
海
上
公
園
の
区
域
及
び
面
積
の
変
更
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…（
港
湾
局
臨
海
開
発
部
海
上
公
園
課
）…	

一
三

規
　
　
　
則
（
教
）

○
東
京
都
教
育
委
員
会
の
権
限
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一

　

部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

一
四

告
　
　
　
示
（
選
）

○
政
治
団
体
の
届
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

一
四

○
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

一
六

○
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

一
九

○
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
届
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

二
一

▷

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）
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ア　

持
参
又
は
郵
送

東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

郵
便
番
号
一
六
三
―
八
〇
〇
一　

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目

八
番
一
号

イ　

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

入
力
先
は
、
東
京
都
環
境
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

https://w
w
w
.kankyo.m

etro.tokyo.lg.jp/assessm
ent/

reading_guide/

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を

除
く
。

㈡　

時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢　

場
所

ア　

世
田
谷
区
環
境
政
策
部
環
境
保
全
課

世
田
谷
区
玉
川
一
丁
目
二
十
番
一
号　

二
子
玉
川
分
庁
舎

Ｂ
棟
三
階

イ　

東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号　

東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

ウ　

東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号　

東
京
都
立
川
合
同
庁
舎

三
階

七　

都
民
の
意
見
書
の
提
出

㈠　

提
出
方
法

持
参
、
郵
送
又
は
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
提
供
さ
れ
る
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
電
子
申
請
サ

ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）

㈡　

記
載
事
項

ア　

氏
名
及
び
住
所
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
、
名

称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
東
京
都
の
区
域
内
に
存
す
る
事
務

所
又
は
事
業
所
の
所
在
地
）

イ　

対
象
事
業
の
名
称

ウ　

環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見

㈢　

期
限

令
和
六
年
十
一
月
二
十
五
日

㈣　

提
出
先
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環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

対
象

事
業

の
実

施
に

伴
う

環
境

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

は
、

事
業

の
内

容
及

び
計

画
地

と
そ

の
周

辺

地
域

の
概

況
を

考
慮

の
上

、
環

境
影

響
評

価
項

目
を

選
定

し
、

現
況

調
査

を
実

施
し

て
予

測
、

評
価

を
行

っ
た

。
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
の

評
価

の
結

論
は

、
表

1
(
1
)
～

(
1
0
)
に

示
す

と
お

り
で

あ
る

。
 

 

表
1
(
1
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

環
境

影
響

 

評
価

項
目

 
評

価
の

結
論

 

大
気

汚
染

 
＜
工
事
の
施
行
中
＞

 

【
建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
う
排
出
ガ
ス
】

 

予
測

結
果

は
、
最

大
濃

度
を

示
す

地
点

に
お

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
評

価
の

指
標

と
し

た

環
境

基
準

を
下

回
る

。
寄

与
率

は
浮

遊
粒

子
状

物
質

が
1
3
.
3
％

、
二

酸
化

窒
素

が

4
5
.
8
％

で
あ

る
。

 

な
お

、
工

事
の

実
施

に
際

し
て

は
、
環

境
保

全
の

た
め

の
措

置
を

徹
底

す
る

こ
と

に

よ
り

、
大

気
質

へ
の

影
響

の
低

減
に

努
め

る
。

 

し
た

が
っ

て
、
建

設
機

械
の

稼
働

に
伴

う
大

気
質

へ
の

影
響

は
最

小
限

に
抑

え
ら

れ

る
と

考
え

る
。

 

・
浮

遊
粒

子
状

物
質

 
 
２

％
除

外
値

 
0
.
0
3
5
mg/m

3[
環

境
基

準
 
0
.
1
0
mg/m

3]
 

・
二

酸
化

窒
素

 
 

 
9
8
％

値
 
0
.
0
4
3
p
p
m
 
 
 
 
 
[
環

境
基

準
 
0
.
0
4
～

0
.
0
6
p
p
m

注
）
]
 

 

【
工
事
用
車
両
の
走
行
に
伴
う
排
出
ガ
ス
】

 

予
測

結
果

は
、
工

事
用

車
両

走
行

ル
ー

ト
の

道
路

端
（

３
地

点
）
に

お
い

て
、
そ

れ

ぞ
れ

評
価

の
指

標
と

し
た

環
境

基
準

を
下

回
る

。
寄

与
率

は
浮

遊
粒

子
状

物
質

が

0
.
0
1
～

0
.
0
5
％

、
二

酸
化

窒
素

が
0
.
7
9
～

8
.
0
1
％

で
あ

る
。

 

し
た

が
っ

て
、

工
事

用
車

両
の

走
行

に
伴

う
大

気
質

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
考

え

る
。

 

・
浮

遊
粒

子
状

物
質

 
２

％
除

外
値

 
0
.
0
2
9
mg/m

3[
環

境
基

準
0
.
1
0
mg/m

3]
 

・
二

酸
化

窒
素

（
最

大
濃

度
）

9
8
％

値
 
0
.
0
3
9
p
p
m
[
環

境
基

準
0
.
0
4
～

0
.
0
6
p
p
m

注
）
]
 

 

＜
工
事
の
完
了
後
＞

 

【
施
設
の
稼
働
に
伴
う
煙
突
排
出
ガ
ス
】

 

長
期
予
測
（
年
平
均
値
）

 

予
測

結
果

は
、
最

大
濃

度
を

示
す

地
点

に
お

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
評

価
の

指
標

と
し

た

環
境

基
準

又
は

そ
の

他
の

評
価

の
指

標
を

下
回

る
。

寄
与

率
は

二
酸

化
硫

黄
が

4
.
2
1
％

、
浮

遊
粒

子
状

物
質

が
0
.
3
4
％

、
二

酸
化

窒
素

が
1
.
0
8
％

、
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

が
3
.
0
5
％

、
塩

化
水

素
が

5
.
2
1
％

、
水

銀
が

6
.
5
0
％

で
あ

る
。

 

な
お

、
施

設
の

稼
働

に
際

し
て

は
、
焼

却
炉

の
適

切
な

運
転

管
理

を
行

い
、
煙

突
排

ガ
ス

中
の

汚
染

物
質

の
排

出
量

を
極

力
抑

え
る

よ
う

努
め

る
こ

と
に

よ
り

、
大

気
質

へ

の
影

響
の

低
減

に
努

め
る

。
 

し
た

が
っ

て
、
施

設
の

稼
働

に
伴

う
大

気
質

へ
の

影
響

は
最

小
限

に
抑

え
ら

れ
る

と

考
え

る
。

 

・
二

酸
化

硫
黄

 
 

 
２

％
除

外
値

 
0
.
0
0
3
p
p
m
 
 
 
 
 [
環

境
基

準
 
0
.
0
4
p
p
m
]
 

・
浮

遊
粒

子
状

物
質

 
２

％
除

外
値

 
0
.
0
3
1
m
g
/
m
3 
 
 
[
環

境
基

準
 
0
.
1
0
m
g
/
m
3]
 

・
二

酸
化

窒
素

（
最

大
濃

度
）

9
8
％

値
 
0
.
0
3
3
p
p
m
 
 [
環

境
基

準
0
.
0
4
～

0
.
0
6
p
p
m
注

)]
 

・
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

 
年

平
均

値
 
 
 
0
.
0
1
4
p
g
-
T
E
Q
/
m
3[
環

境
基

準
 
0
.
6
p
g
-
T
E
Q
/
m
3]
 

・
塩

化
水

素
 

 
 

 
年

平
均

値
 
 
 
0
.
0
0
0
8
p
p
m
 
 
 
 
[
目

標
環

境
濃

度
 
0
.
0
2
p
p
m
]
 

・
水

銀
（

最
大

濃
度

）
年

平
均

値
 
 
0
.
0
0
2
0
μ

g
/
m
3
 
 [
指

針
値

 
0
.
0
4
μ

g
/
m
3]
 

注
）

日
平

均
値

の
年

間
9
8
％

値
が

0
.
0
4
p
p
m
か

ら
0
.
0
6
p
p
m
ま

で
の

ゾ
ー

ン
内

又
は

そ
れ

以
下

 

 

別
記

（
原

文
の

ま
ま

記
載

）
 

 

 

表
1
(
2
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

環
境

影
響

 

評
価

項
目

 
評

価
の

結
論

 

大
気

汚
染

 
短
期
予
測
（
１
時
間
値
）

 

煙
突

排
出

ガ
ス

汚
染

物
質

の
な

か
に

は
短

時
間

で
も

人
の

健
康

へ
の

影
響

が
懸

念

さ
れ

る
物

質
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
上

層
逆

転
層

発
生

時
に

つ
い

て
予

測
し

た
。

 

予
測

結
果

は
、
最

大
濃

度
を

示
す

地
点

に
お

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
評

価
の

指
標

と
し

た

環
境

基
準

又
は

そ
の

他
の

評
価

の
指

標
を

下
回

る
。
ま

た
、
現

地
調

査
結

果
に

よ
る

当

該
気

象
条

件
の

年
間

出
現

頻
度

は
1
.
3
％

で
あ

っ
た

。
 

し
た

が
っ

て
、

施
設

の
稼

働
に

伴
う

大
気

質
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

考
え

る
。

 

・
二

酸
化

硫
黄

 
 

 
１

時
間

値
 
0
.
0
0
8
p
p
m
 
  
 
 
 
[
環

境
基

準
 
0
.
1
p
p
m
]
 

・
浮

遊
粒

子
状

物
質

 
１

時
間

値
 
0
.
0
5
3
m
g
/
m
3  

 
 
[
環

境
基

準
 
0
.
2
0
m
g
/
m
3]
 

・
二

酸
化

窒
素

 
 

 
１

時
間

値
 
0
.
0
6
9
p
p
m
 
  
 
 
 
[
短

期
暴

露
指

針
値

0
.
1
p
p
m
注

１
）]
 

・
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

 
１

時
間

値
 
0
.
0
5
3
p
g
-
T
E
Q
/
m
3[
環

境
基

準
 
0
.
6
p
g
-
T
E
Q
/
m
3]
 

・
塩

化
水

素
 

 
 

 
１

時
間

値
 
0
.
0
0
5
p
p
m
  
 
 
 
 
[
目

標
環

境
濃

度
 
0
.
0
2
p
p
m
]
 

・
水

銀
 

 
 

 
 

 
１

時
間

値
 
0
.
0
0
8
μ
g/

m
3  

 
 
[
指

針
値

 
0
.
0
4
μ
g/m

3]
 

 
【
ご
み
収
集
車
両
等
の
走
行
に
伴
う
排
出
ガ
ス
】

 

予
測

結
果

は
、

ご
み

収
集

車
両

等
走

行
ル

ー
ト

の
道

路
端

（
３

地
点

）
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

評
価

の
指

標
と

し
た

環
境

基
準

を
下

回
る

。
寄

与
率

は
浮

遊
粒

子
状

物
質

が
0
.
0
1
未

満
～

0
.
0
3
％

、
二

酸
化

窒
素

が
0
.
1
7
～

6
.
9
2
％

で
あ

る
。

 

し
た

が
っ

て
、

ご
み

収
集

車
両

等
の

走
行

に
伴

う
大

気
質

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と

考
え

る
。

 

・
浮

遊
粒

子
状

物
質

 
２

％
除

外
値

 
0
.
0
2
9
mg/m

3 
[
環

境
基

準
 
0
.
1
0
mg/m

3]
 

・
二

酸
化

窒
素
（

最
大

濃
度

）
9
8
％

値
 
0
.
0
3
7
p
p
m
[
環

境
基

準
0
.
0
4
～

0
.
0
6
p
p
m

注
２

）]
 

 

悪
臭

 
＜
工
事
の
完
了
後
＞

 

【
施
設
の
稼
働
に
伴
う
臭
気
（
敷
地
境
界
）
】

 

予
測

結
果

は
、
敷

地
境

界
に

お
い

て
、
臭

気
指

数
1
0
未

満
で

あ
り

、
評

価
の

指
標

と

し
た

規
制

基
準
（

臭
気

指
数

1
2
）
を

下
回

っ
て

お
り

、
発

生
す

る
臭

気
が

日
常

に
及

ぼ

す
影

響
は

小
さ

い
と

考
え

る
。

 

 

【
施
設
の
稼
働
に
伴
う
臭
気
（
煙
突
等
気
体
排
出
口
）
】

 

予
測

結
果

は
、
煙

突
等

気
体

排
出

口
に

お
い

て
、
評

価
の

指
標

と
し

た
規

制
基

準
を

下
回

っ
て

お
り

、
発

生
す

る
臭

気
が

日
常

に
及

ぼ
す

影
響

は
小

さ
い

と
考

え
る

。
 

・
焼

却
設

備
（

１
炉

当
た

り
）

 

 
臭

気
排

出
強

度
2
.
4
×

1
0
6m

3N
/
m
i
n
 
[
規

制
基

準
2
.
4
×

1
0
8m

3N
/
m
i
n
]
 

・
脱

臭
装

置
 
 
臭

気
排

出
強

度
3
.
0
×

1
0
5m

3N
/
m
i
n
 
[
規

制
基

準
2
.
7
×

1
0
7m

3N
/
m
i
n
]
 

 

【
施
設
の
稼
働
に
伴
う
臭
気
（
排
出
水
）
】

 

予
測

結
果

は
、
汚

水
処

理
設

備
放

流
槽

に
お

い
て

、
臭

気
指

数
1
4
で

あ
り

、
評

価
の

指
標

と
し

た
規

制
基

準
(
臭

気
指

数
2
8
)
を

下
回

っ
て

お
り

、
発

生
す

る
臭

気
が

日
常

に
及

ぼ
す

影
響

は
小

さ
い

と
考

え
る

。
 

 

注
１

）
短

期
暴

露
指

針
値

は
0
.
1
～

0
.
2
p
p
m
で

あ
り

下
限

値
の

0
.
1
p
p
m
を

評
価

の
指

標
と

し
た

。
 

注
２

）
日

平
均

値
の

年
間

9
8
％

値
が

0
.
0
4
p
p
m
か

ら
0
.
0
6
p
p
m
ま

で
の

ゾ
ー

ン
内

又
は

そ
れ

以
下
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表
1
(
3
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

環
境

影
響

 

評
価

項
目

 
評

価
の

結
論

 

騒
音
・
振

動
 
＜
工
事
の
施
行
中
＞

 

【
建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
う
騒
音
】

 
 

各
工

種
の

予
測

結
果

は
、
敷

地
境

界
に

お
い

て
最

大
値

を
示

す
地

点
に

お
い

て
、
そ

れ
ぞ

れ
評

価
の

指
標

と
し

た
規

制
基

準
及

び
勧

告
基

準
を

下
回

る
。

 

さ
ら

に
、
低

騒
音

型
の

建
設

機
械

や
工

法
を

採
用

し
、
周

辺
に

著
し

い
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
よ

う
に

工
事

工
程

を
十

分
に

計
画

す
る

等
の

対
策

を
講

じ
る

こ
と

か
ら

、
建

設
機

械
の

稼
働

に
伴

う
騒

音
の

影
響

は
最

小
限

に
抑

え
ら

れ
る

と
考

え
る

。
 

解
体

・
土

工
事

 
 

 
 
 
7
6
d
B
（

敷
地

境
界

西
側

）
[
規

制
基

準
8
5
d
B
]
 

く
体

・
プ

ラ
ン

ト
工

事
 
 
8
0
d
B
（

敷
地

境
界

西
側

）
[
勧

告
基

準
8
0
d
B
]
 

 

【
建
設
機
械
の
稼
働
に
伴
う
振
動
】

 

各
工

種
の

予
測

結
果

は
、
敷

地
境

界
に

お
い

て
最

大
値

を
示

す
地

点
に

お
い

て
、
そ

れ
ぞ

れ
評

価
の

指
標

と
し

た
規

制
基

準
及

び
勧

告
基

準
を

下
回

る
。

 

さ
ら

に
、
低

振
動

型
の

建
設

機
械

や
工

法
を

採
用

し
、
周

辺
に

著
し

い
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
よ

う
に

工
事

工
程

を
十

分
に

計
画

す
る

等
の

対
策

を
講

じ
る

こ
と

か
ら

、
建

設
機

械
の

稼
働

に
伴

う
振

動
の

影
響

は
最

小
限

に
抑

え
ら

れ
る

と
考

え
る

。
 

解
体

・
土

工
事

 
 

 
 
 
6
1
d
B
（

敷
地

境
界

西
側

）
[
規

制
基

準
7
5
d
B
]
 

く
体

・
プ

ラ
ン

ト
工

事
 
 
6
8
d
B
（

敷
地

境
界

西
側

）
[
勧

告
基

準
7
0
d
B
]
 

 

【
工
事
用
車
両
の
走
行
に
伴
う
道
路
交
通
の
騒
音
】

 

予
測

結
果

は
、
工

事
用

車
両

走
行

ル
ー

ト
の

道
路

端
（

３
地

点
）
に

お
い

て
、
２

地

点
で

評
価

の
指

標
と

し
た

環
境

基
準

を
上

回
る

も
の

の
、

現
況

ご
み

収
集

車
両

等
を

含
ん

だ
現

況
調

査
結

果
に

対
す

る
騒

音
レ

ベ
ル

の
増

加
分

は
0
(
0
.
1
)
～

2
(
1
.
1
)
d
B
で

あ
り

、
現

況
と

同
程

度
と

予
測

さ
れ

る
。

 

工
事

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、
工

事
用

車
両

の
走

行
ル

ー
ト

の
限

定
、
安

全
走

行
等

に
よ

り
騒

音
の

低
減

に
努

め
る

こ
と

か
ら

、
工

事
用

車
両

の
走

行
に

伴
う

騒
音

の
影

響
は

小
さ

い
と

考
え

る
。

 

昼
間

 
 

6
4
～

7
1
d
B
 

 
[
環

境
基

準
6
0
～

7
0
d
B
]
 

 

【
工
事
用
車
両
の
走
行
に
伴
う
道
路
交
通
の
振
動
】

 

予
測

結
果

は
、
工

事
用

車
両

走
行

ル
ー

ト
の

道
路

端
（

３
地

点
）
に

お
い

て
、
全

て

の
地

点
で

評
価

の
指

標
と

し
た

日
常

生
活

等
に

適
用

す
る

規
制

基
準

を
下

回
る

。
 

工
事

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、
工

事
用

車
両

の
走

行
ル

ー
ト

の
限

定
、
安

全
走

行
等

に
よ

り
振

動
の

低
減

に
努

め
る

こ
と

か
ら

、
工

事
用

車
両

の
走

行
に

伴
う

振
動

の
影

響
は

小
さ

い
と

考
え

る
。

 

昼
間

 
 

4
3
～

5
4
d
B
 

 
[
規

制
基

準
6
0
d
B
]
 
 
 

夜
間

 
 

3
8
～

5
2
d
B
 

 
[
規

制
基

準
5
5
d
B
]
 
 

 

   
 

 

 

表
1
(
4
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

環
境

影
響

 

評
価

項
目

 
評

価
の

結
論

 

騒
音
・
振

動
 
＜
工
事
の
完
了
後
＞

 

【
施
設
の
稼
働
に
伴
う
騒
音
】

 

予
測

結
果

は
敷

地
境

界
に

お
い

て
最

大
値

を
示

す
地

点
に

お
い

て
、

い
ず

れ
の

時

間
区

分
も

評
価

の
指

標
と

し
た

規
制

基
準

を
下

回
る

。
 

さ
ら

に
、
騒

音
対

策
が

必
要

な
機

器
に

は
消

音
器

を
設

置
す

る
等

、
必

要
に

応
じ

て

騒
音

対
策

を
講

じ
る

こ
と

か
ら

、
施

設
の

稼
働

に
伴

う
騒

音
の

影
響

は
最

小
限

に
抑

え
ら

れ
る

と
考

え
る

。
 

昼
間

 
 
 
4
8
d
B
(
敷

地
境

界
西

側
)
[
規

制
基

準
6
0
d
B
]
 

朝
・

夕
 
4
8
d
B
(
敷

地
境

界
西

側
)
[
規

制
基

準
5
5
d
B
]
 

夜
間

 
 
 
4
8
d
B
(
敷

地
境

界
西

側
)
[
規

制
基

準
5
0
d
B
]
 

 

【
施
設
の
稼
働
に
伴
う
振
動
】

 

予
測

結
果

は
敷

地
境

界
に

お
い

て
最

大
値

を
示

す
地

点
に

お
い

て
、

い
ず

れ
の

時

間
区

分
も

評
価

の
指

標
と

し
た

規
制

基
準

を
下

回
る

。
 

さ
ら

に
、
振

動
の

発
生

す
る

お
そ

れ
の

あ
る

設
備

機
器

に
は

、
防

振
ゴ

ム
を

取
り

付

け
る

等
の

振
動

対
策

を
行

う
こ

と
か

ら
、

施
設

の
稼

働
に

伴
う

振
動

の
影

響
は

最
小

限
に

抑
え

ら
れ

る
と

考
え

る
。

 

昼
間

 
2
7
d
B
（

敷
地

境
界

西
側

）
[
規

制
基

準
6
5
d
B
]
 

夜
間

 
2
7
d
B
（

敷
地

境
界

西
側

）
[
規

制
基

準
6
0
d
B
]
 

 

【
ご
み
収
集
車
両
等
の
走
行
に
伴
う
道
路
交
通
の
騒
音
】

 

予
測

結
果

は
、

ご
み

収
集

車
両

等
走

行
ル

ー
ト

の
道

路
端

（
３

地
点

）
に

お
い

て
、

１
地

点
の

昼
間

以
外

で
は

評
価

の
指

標
と

し
た

環
境

基
準

を
上

回
る

も
の

の
、

現
況

ご
み

収
集

車
両

等
を

含
ん

だ
現

況
調

査
結

果
に

対
す

る
騒

音
レ

ベ
ル

の
増

加
分

は

0
(
0
.
0
)
～

2
(
1
.
3
)
d
B
で

あ
り

、
現

況
と

同
程

度
と

予
測

さ
れ

る
。

 

ご
み

収
集

車
両

の
走

行
に

あ
た

っ
て

は
、

周
辺

環
境

に
配

慮
す

る
よ

う
速

度
厳

守

の
注

意
喚

起
を

行
う

な
ど

騒
音

の
低

減
に

努
め

る
こ

と
か

ら
、

ご
み

収
集

車
両

等
の

走
行

に
伴

う
騒

音
の

影
響

は
小

さ
い

と
考

え
る

。
 

昼
間

 
 

6
4
～

7
1
d
B
 

 
[
環

境
基

準
6
0
～

7
0
d
B
]
 

夜
間

 
 

5
6
～

7
1
d
B
 

 
[
環

境
基

準
5
5
～

6
5
d
B
]
 

 

【
ご
み
収
集
車
両
等
の
走
行
に
伴
う
道
路
交
通
の
振
動
】

 

予
測

結
果

は
、

ご
み

収
集

車
両

等
走

行
ル

ー
ト

の
道

路
端

（
３

地
点

）
に

お
い

て
、

全
て

の
地

点
で

評
価

の
指

標
と

し
た

日
常

生
活

等
に

適
用

す
る

規
制

基
準

を
下

回

る
。

 

ご
み

収
集

車
両

の
走

行
に

あ
た

っ
て

は
、

周
辺

環
境

に
配

慮
す

る
よ

う
速

度
厳

守

の
注

意
喚

起
を

行
う

な
ど

振
動

の
低

減
に

努
め

る
こ

と
か

ら
、

ご
み

収
集

車
両

等
の

走
行

に
伴

う
振

動
の

影
響

は
小

さ
い

と
考

え
る

。
 

昼
間

 
 

4
3
～

5
4
d
B
 

 
[
規

制
基

準
6
0
d
B
]
 

夜
間

 
 

3
6
～

5
5
d
B
 

 
[
規

制
基

準
5
5
d
B
]
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表
1
(
5
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

環
境

影
響

 

評
価

項
目

 
評

価
の

結
論

 

土
壌

汚
染

 
＜
工
事
の
施
行
中
＞

 

【
土
壌
中
の
有
害
物
質
等
の
濃
度
】

 

既
存

施
設

の
稼

働
中

に
お

い
て

、
計

画
地

内
（

3
7
地

点
）
の

現
況

調
査

を
行

っ
た

範

囲
で

は
、
有

害
物

質
溶

出
量

及
び

含
有

量
は

、
全

調
査

項
目

で
汚

染
土

壌
処

理
基

準
を

下
回

っ
た

。
ま

た
、
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

に
つ

い
て

も
環

境
基

準
及

び
調

査
指

標
値

を
下

回
っ

た
。

 

さ
ら

に
、
現

況
調

査
未

実
施

の
範

囲
に

お
い

て
も

、
既

存
施

設
の

除
却

や
土

地
の

改

変
に

先
立

ち
関

係
法

令
に

基
づ

い
た

土
壌

汚
染

状
況

調
査

等
を

実
施

す
る

。
こ

の
調

査
に

お
い

て
土

壌
の

汚
染

が
認

め
ら

れ
た

場
合

は
、

関
係

法
令

に
基

づ
き

適
切

に
対

策
を

講
じ

る
こ

と
か

ら
、

評
価

の
指

針
を

満
足

す
る

と
考

え
る

。
 

 

【
地
下
水
へ
の
溶
出
の
可
能
性
の
有
無
】

 

計
画

地
内

（
4
地

点
）

の
現

況
調

査
を

行
っ

た
結

果
、

全
調

査
項

目
で

地
下

水
中

の

有
害

物
質

の
濃

度
は

、
環

境
基

準
を

下
回

っ
た

。
ま

た
、
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

に
つ

い
て

も
環

境
基

準
を

下
回

っ
た

。
 

有
害

物
質

溶
出

量
が

全
て

の
地

点
で

環
境

基
準

を
下

回
っ

て
お

り
、

新
た

に
土

壌

が
汚

染
さ

れ
る

お
そ

れ
が

な
い

こ
と

か
ら

、
工

事
の

実
施

が
地

下
水

汚
染

を
引

き
起

こ
す

こ
と

は
な

い
と

考
え

る
。

 

 

【
新
た
な
土
地
へ
の
汚
染
の
拡
散
の
可
能
性
の
有
無
】

 

現
況

調
査

を
行

っ
た

範
囲

に
お

い
て

は
、

汚
染

土
壌

は
生

じ
な

い
と

予
測

す
る

。
 

ま
た

、
現

況
調

査
を

行
え

な
か

っ
た

範
囲

に
お

い
て

も
、
今

後
除

却
や

土
地

の
改

変
に

先
立

ち
土

壌
汚

染
状

況
調

査
等

を
実

施
し

、
汚

染
が

確
認

さ
れ

た
場

合
は

、
関

係
法

令

に
基

づ
き

適
切

に
対

策
を

講
じ

る
。

 

し
た

が
っ

て
、
新

た
な

地
域

に
土

壌
汚

染
を

拡
散

さ
せ

る
こ

と
は

な
く

、
評

価
の

指

標
を

満
足

す
る

と
考

え
る

。
 

 

地
盤

 
＜
工
事
の
施
行
中
＞

 

【
掘
削
工
事
及
び
そ
れ
に
伴
う
山
留
壁
の
設
置
に
よ
る
地
盤
の
変
形
の
範
囲
及
び
程

度
】

 工
事

の
施

行
中

に
お

け
る

掘
削

工
事

に
お

い
て

は
、

十
分

に
安

定
性

が
確

保
さ

れ

て
い

る
山

留
壁

（
S
M
W
）

や
地

盤
ア

ン
カ

ー
工

法
及

び
部

分
的

に
鋼

製
支

持
工

等
を

採

用
す

る
。
更

に
、
掘

削
工

事
の

進
捗

に
合

わ
せ

、
必

要
に

応
じ

切
梁

支
保

工
を

設
け

る

等
、
山

留
壁

面
へ

の
土

圧
・
水

圧
に

対
す

る
補

強
を

行
う

こ
と

で
、
山

留
壁

に
著

し
い

変
化

は
生

じ
な

い
と

考
え

る
。

 

ま
た

、
掘

削
工

事
着

手
前

よ
り

定
期

的
に

水
準

測
量

を
行

う
こ

と
で

地
盤

面
の

変

位
を

把
握

し
、

異
常

が
あ

っ
た

場
合

に
は

適
切

に
対

処
す

る
等

の
対

策
も

講
じ

る
こ

と
か

ら
周

辺
へ

の
影

響
を

最
小

限
に

留
め

る
よ

う
対

策
を

実
施

す
る

。
 

し
た

が
っ

て
、

掘
削

工
事

及
び

そ
れ

に
伴

う
山

留
壁

の
設

置
に

よ
る

地
盤

の
変

形

の
範

囲
及

び
程

度
は

小
さ

く
、
周

辺
の

建
物

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
こ

と
か

ら
、
評

価

の
指

標
を

満
足

す
る

と
考

え
る

。
 

 

 
 

 

 

表
1
(
6
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

環
境

影
響

 

評
価

項
目

 
評

価
の

結
論

 

地
盤

 
＜
工
事
の
施
行
中
＞

 

【
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
の
変
化
に
よ
る
地
盤
沈
下
の
範
囲
及
び
程
度
】

 

工
事

の
施

行
中

に
お

け
る

掘
削

工
事

に
つ

い
て

、
掘

削
深

度
の

深
い

区
域

（
G
L
約

-

2
5
ｍ

）
は

、
遮

水
性

の
高

い
山

留
壁

（
S
M
W
）

に
よ

り
掘

削
区

域
を

囲
み

、
か

つ
、

そ

の
先

端
を

G
L
約

-
2
8
ｍ

ま
で

根
入

れ
し

て
、
各

帯
水

層
か

ら
の

湧
水

の
抑

制
及

び
下

側

か
ら

回
り

込
む

地
下

水
の

流
入

を
防

止
す

る
こ

と
か

ら
、

計
画

地
周

辺
の

地
下

水
位

を
著

し
く

低
下

さ
せ

る
こ

と
は

な
く

、
流

況
が

大
き

く
変

化
す

る
こ

と
は

な
い

と
考

え
る

。
 

な
お

、
工

事
着

手
前

か
ら

水
位

安
定

後
よ

り
最

低
1
年

間
の

期
間

で
水

準
測

量
を

実

施
し

、
異

常
が

あ
っ

た
場

合
に

は
適

切
に

対
処

す
る

等
の

対
策

を
講

じ
る

。
 

ま
た

、
盤

ぶ
く

れ
等

（
資

料
編

p
.
6
参

照
）

が
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

に
は

、

既
存

施
設

の
建

替
工

事
事

例
も

考
慮

し
、

デ
ィ

ー
プ

ウ
ェ

ル
又

は
必

要
に

応
じ

て
リ

チ
ャ

ー
ジ

ウ
ェ

ル
等

を
設

置
し

て
、

周
辺

地
下

水
の

水
位

及
び

流
況

へ
の

影
響

を
防

止
す

る
等

の
対

策
も

講
じ

る
こ

と
か

ら
、

周
辺

へ
の

影
響

を
最

小
限

に
留

め
ら

れ
る

と
考

え
る

。
 

し
た

が
っ

て
、
掘

削
工

事
が

計
画

地
周

辺
の

地
下

水
に

及
ぼ

す
影

響
は

小
さ

く
、
地

下
水

の
水

位
及

び
流

況
の

変
化

に
よ

る
地

盤
沈

下
の

範
囲

及
び

程
度

は
小

さ
い

こ
と

か
ら

、
評

価
の

指
標

を
満

足
す

る
と

考
え

る
。

 

 ＜
工
事
の
完
了
後
＞

 

【
地
下
構
造
物
の
存
在
に
よ
る
地
盤
の
変
形
の
範
囲
及
び
程
度
】

 

計
画

建
築

物
の

地
下

構
造

物
は

、
土

圧
・
水

圧
に

耐
え

る
十

分
な

剛
性

を
持

つ
も

の

と
す

る
計

画
で

あ
る

。
こ

れ
に

よ
り

地
下

く
体

工
事

完
了

後
に

お
い

て
は

、
山

留
壁

（
S
M
W
）

及
び

地
下

構
造

物
に

よ
っ

て
地

盤
の

安
定

性
が

保
た

れ
、

地
盤

の
変

形
の

程

度
は

小
さ

い
も

の
と

考
え

る
。

 

な
お

、
計

画
建

築
物

の
地

下
く

体
工

事
完

了
後

か
ら

地
盤

が
安

定
す

る
ま

で
の

期

間
で

水
準

測
量

を
実

施
し

、
異

常
が

あ
っ

た
場

合
に

は
適

切
に

対
処

す
る

等
の

対
策

を
講

じ
る

。
 

し
た

が
っ

て
、

地
下

構
造

物
の

存
在

に
起

因
す

る
地

盤
の

変
形

の
範

囲
及

び
程

度

は
小

さ
く

、
周

辺
の

建
物

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
こ

と
か

ら
、
評

価
の

指
標

を
満

足
す

る
と

考
え

る
。

 

 

【
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
の
変
化
に
よ
る
地
盤
沈
下
の
範
囲
及
び
程
度
】

 

地
下

水
の

流
況

に
つ

い
て

は
、

地
下

構
造

物
の

規
模

が
地

下
水

面
の

広
が

り
か

ら

み
る

と
小

さ
く

局
所

的
で

あ
り

、
地

下
水

は
構

造
物

の
周

囲
を

迂
回

う
か

い

し
て

流
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

よ
っ

て
地

下
水

の
水

位
及

び
流

況
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

考
え

る
。

 

ま
た

、
計

画
建

築
物

の
地

下
く

体
工

事
完

了
後

か
ら

一
定

の
期

間
中

、
観

測
井

を
設

置
し

地
下

水
位

の
測

定
を

行
う

。
 

し
た

が
っ

て
、

地
下

構
造

物
の

存
在

に
起

因
す

る
地

下
水

の
水

位
及

び
流

況
の

変

化
が

生
じ

る
可

能
性

は
低

く
、

計
画

地
周

辺
の

地
下

水
の

変
動

に
よ

る
に

よ
る

地
盤

沈
下

の
範

囲
及

び
程

度
は

小
さ

い
こ

と
か

ら
、
評

価
の

指
標

を
満

足
す

る
と

考
え

る
。
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表
1
(
7
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

環
境

影
響

 

評
価

項
目

 
評

価
の

結
論

 

水
循

環
 

＜
工
事
の
施
行
中
＞

 

【
掘
削
工
事
及
び
そ
れ
に
伴
う
山
留
壁
の
設
置
に
よ
る
地
下
水
の
水
位
、
流
況
の
変
化

の
程
度
】

 

本
事

業
で

は
、
掘

削
工

事
に

先
立

ち
山

留
壁

を
構

築
す

る
。
掘

削
深

度
の

深
い

区
域

（
G
L
約

-
2
5
ｍ

）
は

、
遮

水
性

の
高

い
山

留
壁
（

S
M
W
）
に

よ
り

掘
削

区
域

を
囲

み
、
か

つ
、
そ

の
先

端
を

G
L
約

-
2
8
ｍ

ま
で

根
入

れ
す

る
。
山

留
壁

の
詳

細
な

根
入

れ
深

さ
は

、

地
盤

調
査

の
結

果
を

考
慮

の
上

決
定

す
る

こ
と

や
、

各
帯

水
層

か
ら

の
湧

水
の

抑
制

及
び

下
側

か
ら

回
り

込
む

地
下

水
の

流
入

を
防

止
す

る
こ

と
か

ら
、

計
画

地
周

辺
の

地
下

水
位

を
著

し
く

低
下

さ
せ

る
こ

と
は

な
く

、
流

況
が

大
き

く
変

化
す

る
こ

と
は

な
い

と
考

え
る

。
 

ま
た

、
掘

削
工

事
着

手
前

よ
り

観
測

井
に

よ
る

地
下

水
位

の
観

測
を

行
う

こ
と

で

地
下

水
位

及
び

流
況

の
変

位
を

把
握

し
、

異
常

が
あ

っ
た

場
合

に
は

適
切

に
対

処
す

る
等

の
対

策
も

講
じ

る
こ

と
で

周
辺

へ
の

影
響

を
最

小
限

に
留

め
る

よ
う

努
め

る
。

 

し
た

が
っ

て
、

掘
削

工
事

及
び

山
留

壁
の

設
置

が
計

画
地

周
辺

の
地

下
水

の
水

位

及
び

流
況

に
及

ぼ
す

影
響

は
小

さ
く

、
評

価
の

指
標

を
満

足
す

る
と

考
え

る
。

 

 

＜
工
事
の
完
了
後
＞

 

【
地
下
構
造
物
の
存
在
に
よ
る
地
下
水
の
水
位
及
び
流
況
の
変
化
の
程
度
】

 

工
事

の
完

了
後

に
お

け
る

地
下

水
の

水
位

及
び

流
況

に
つ

い
て

は
、

地
下

構
造

物

の
規

模
が

地
下

水
面

の
広

が
り

か
ら

み
る

と
小

さ
く

局
所

的
で

あ
り

、
地

下
水

は
構

造
物

の
周

囲
を

迂
回

し
て

流
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

ま
た

、
計

画
建

築
物

の
地

下
く

体
工

事
完

了
後

か
ら

地
下

水
の

状
況

が
安

定
す

る

ま
で

の
期

間
で

、
観

測
井

を
設

置
し

地
下

水
位

の
測

定
を

行
う

。
 

し
た

が
っ

て
、

地
下

構
造

物
の

存
在

が
計

画
地

周
辺

の
地

下
水

の
水

位
及

び
流

況

に
及

ぼ
す

影
響

は
小

さ
く

、
評

価
の

指
標

を
満

足
す

る
と

考
え

る
。

 

 

【
地
表
構
造
物
の
存
在
等
に
伴
う
雨
水
の
地
表
面
流
出
量
の
変
化
の
程
度
】

 

本
事

業
で

は
、
条

例
等

に
基

づ
く

必
要

な
緑

地
面

積
以

上
を

確
保

す
る

こ
と

で
、
現

況
か

ら
の

地
表

面
流

出
量

が
0
.
0
0
m
3/
s
と

変
化

は
な

か
っ

た
。
な

お
、
雨

水
流

出
抑

制

施
設

は
、
「

雨
水

流
出

抑
制

施
設

設
置

に
関

す
る

指
導

要
綱

」
に

定
め

る
雨

水
流

出
抑

制
量

以
上

の
必

要
対

策
量

を
確

保
し

た
雨

水
貯

留
槽

を
設

置
す

る
計

画
で

あ
る

。
 

ま
た

、
施

設
の

運
営

に
あ

た
り

、
機

能
維

持
及

び
雨

水
流

出
抑

制
施

設
等

の
雨

水
貯

留
槽

や
緑

地
の

適
切

な
管

理
に

努
め

る
。

 

し
た

が
っ

て
、
雨

水
の

地
表

面
流

出
量

の
変

化
は

小
さ

く
、
評

価
の

指
標

を
満

足
す

る
と

考
え

る
。

 

 

 
 

 

 

表
1
(
8
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

環
境

影
響

 

評
価

項
目

 
評

価
の

結
論

 

日
影

 
＜
工
事
の
完
了
後
＞

 

【
冬
至
日
に
お
け
る
日
影
の
範
囲
及
び
日
影
と
な
る
時
刻
、
時
間
数
等
の
日
影
の
状
況

の
変
化
の
程
度
】

 

計
画

建
築

物
（

煙
突

を
含

ま
な

い
）
に

よ
る

日
影

時
間

は
、
計

画
地

の
西

側
及

び
東

側
の

規
制

対
象

区
域

に
お

い
て

２
時

間
発

生
す

る
が

、
各

規
制

対
象

区
域

の
規

制
時

間
内

で
あ

る
。
計

画
建

築
物
（

煙
突

を
含

む
）
に

よ
る

日
影

時
間

は
、
計

画
地

の
西

側

の
規

制
対

象
区

域
に

お
い

て
３

時
間

発
生

し
、

東
側

の
規

制
対

象
区

域
に

お
い

て
２

時
間

発
生

す
る

が
、
各

規
制

対
象

区
域

の
規

制
時

間
内

で
あ

る
。
ま

た
、
煙

突
の

高
さ

は
既

存
と

同
じ

（
約

1
0
0
ｍ

）
で

、
位

置
は

概
ね

変
わ

り
な

く
、

日
影

の
範

囲
は

現
況

と
比

べ
概

ね
変

わ
ら

な
い

。
 

し
た

が
っ

て
、
冬

至
日

に
お

け
る

日
影

の
状

況
の

変
化

の
程

度
は

小
さ

く
、
評

価
の

指
標

を
満

足
す

る
と

考
え

る
。

 

 

【
日
影
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
に
特
に
配
慮
す
べ
き
施
設
等
に
お
け
る
日
影
と
な

る
時
刻
、
時
間
数
等
の
日
影
の
状
況
の
変
化
の
程
度
】

 

計
画

地
周

辺
の

特
に

配
慮

す
べ

き
施

設
等

と
し

て
、
計

画
地

周
辺

の
住

宅
は

、
計

画

地
の

北
～

東
側

に
か

け
て

高
層

の
住

宅
が

あ
る

。
 

住
宅

に
つ

い
て

は
、

冬
至

日
に

お
け

る
計

画
建

築
物

に
よ

る
日

影
時

間
が

増
加

す

る
地

点
が

あ
る

が
、

増
加

時
間

は
最

大
で

約
3
0
分

に
と

ど
ま

る
。

 

し
た

が
っ

て
、

計
画

建
築

物
等

に
よ

る
特

に
配

慮
す

べ
き

施
設

等
へ

の
日

影
の

影

響
は

実
行

可
能

な
範

囲
で

で
き

る
限

り
抑

え
ら

れ
る

と
考

え
る

。
 

電
波

障
害

 
＜
工
事
の
完
了
後
＞

 

【
遮
蔽
障
害
】

 

地
上

デ
ジ

タ
ル

波
に

つ
い

て
は

、
東

京
局
（

関
東

広
域

）
は

最
大

で
計

画
地

の
南

西

側
約

3
2
0
ｍ

・
幅

約
1
5
0
ｍ

の
範

囲
で

テ
レ

ビ
電

波
の

遮
蔽

障
害

が
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

る
。
予

測
範

囲
内

に
市

場
の

一
部

や
公

園
、
道

路
は

あ
る

が
、
影

響
が

生
じ

る
住

宅
等

は
な

い
。

 

衛
星

放
送

に
つ

い
て

は
、

B
S
・

C
S
放

送
（

1
1
0
°

C
S
）

は
最

大
で

計
画

地
の

東
側

約

3
0
ｍ
・
幅

約
1
3
5
ｍ

の
範

囲
、
J
C
S
A
T
-
4
B
は

最
大

で
計

画
地

の
東

側
約

1
5
ｍ
・
幅

約
1
3
5

ｍ
の

範
囲

、
J
C
S
A
T
-
3
A
は

計
画

地
の

東
側

約
1
0
ｍ
・
幅

約
8
0
ｍ

の
範

囲
で

テ
レ

ビ
電

波

の
遮

蔽
障

害
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
予

測
範

囲
内

に
道

路
は

あ
る

が
、
影

響
が

生
じ

る
住

宅
等

は
な

い
。

 

電
波

障
害

要
確

認
範

囲
も

含
め

た
範

囲
の

中
に

お
い

て
も

、
市

場
の

一
部

や
公

園
、

道
路

は
影

響
範

囲
に

あ
る

が
、

影
響

が
生

じ
る

住
宅

等
は

な
い

。
 

な
お

、
計

画
建

築
物

等
に

起
因

す
る

電
波

障
害

が
発

生
し

た
場

合
に

は
、
障

害
状

況

に
応

じ
た

適
切

な
対

策
を

講
じ

る
こ

と
に

よ
り

電
波

障
害

は
解

消
さ

れ
る

と
考

え

る
。

 

し
た

が
っ

て
、

評
価

の
指

標
を

満
足

す
る

と
評

価
す

る
。
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表
1
(
9
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

環
境

影
響

 

評
価

項
目

 
評

価
の

結
論

 

景
観

 
＜
工
事
の
完
了
後
＞

 

【
主
要
な
景
観
構
成
要
素
の
改
変
の
程
度
及
び
そ
の
改
変
に
よ
る
地
域
景
観
の
特
性
の

変
化
の
程
度
】

 

本
事

業
は

、
既

存
建

築
物

等
を

建
て

替
え

る
も

の
で

あ
り

、
計

画
建

築
物

の
最

高
高

さ
は

６
ｍ

高
く

な
る

が
、
煙

突
に

つ
い

て
は

既
存

と
同

じ
高

さ
約

1
0
0
ｍ

と
す

る
計

画

で
あ

る
。
ま

た
、
周

辺
環

境
に

調
和

し
た

色
合

い
に

し
、
計

画
建

築
物

等
の

視
認

性
を

和
ら

げ
景

観
の

質
を

高
め

る
こ

と
で

、
み

ど
り

豊
か

な
住

宅
地

に
溶

け
込

む
よ

う
な

「
世

田
谷

ら
し

い
景

観
」

に
ふ

さ
わ

し
い

景
観

構
成

要
素

に
な

る
と

考
え

る
。

 

既
存

の
煙

突
に

つ
い

て
は

、
区

民
公

募
の

コ
ン

ペ
に

よ
り

デ
ザ

イ
ン

さ
れ

た
も

の

で
あ

り
、
そ

の
デ

ザ
イ

ン
を

継
承

す
る

計
画

で
あ

る
。
区

民
の

ア
イ

デ
ア

が
地

域
の

新

た
な

風
景

に
活

か
さ

れ
る

こ
と

で
、

区
民

の
風

景
に

対
す

る
愛

着
を

高
め

る
こ

と
に

つ
な

が
る

と
評

価
さ

れ
て

い
る

。
 

し
た

が
っ

て
、

評
価

の
指

標
を

満
足

す
る

と
考

え
る

。
 

 

【
代
表
的
な
眺
望
地
点
か
ら
の
眺
望
の
変
化
の
程
度
】

 

近
景

域
に

つ
い

て
は

、
色

彩
や

形
状

を
世

田
谷

区
風

景
づ

く
り

条
例

に
定

め
る

風

景
づ

く
り

の
基

準
に

基
づ

い
た

外
観

意
匠

と
す

る
こ

と
で

、
周

囲
の

街
並

み
と

調
和

の
と

れ
た

景
観

を
創

出
で

き
、

眺
望

に
大

き
な

変
化

を
及

ぼ
さ

な
い

も
の

と
予

測
す

る
。

 

中
景

域
に

つ
い

て
も

、
煙

突
が

確
認

で
き

る
も

の
の

、
既

存
の

煙
突

に
つ

い
て

は
、

区
民

公
募

の
コ

ン
ペ

に
よ

り
デ

ザ
イ

ン
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

区
民

の
風

景
に

対
す

る
愛

着
を

高
め

る
こ

と
に

つ
な

が
る

と
評

価
さ

れ
て

い
る

。
 

以
上

の
こ

と
か

ら
眺

望
に

大
き

な
変

化
を

及
ぼ

さ
な

い
も

の
と

予
測

す
る

。
 

工
事

の
完

了
後

の
計

画
建

築
物

の
最

高
高

さ
は

６
ｍ

高
く

な
る

が
、

煙
突

の
高

さ

は
既

存
の

も
の

と
同

じ
で

あ
る

た
め

、
基

本
的

な
景

観
構

成
要

素
の

変
化

は
な

く
、
色

彩
や

形
状

に
あ

た
っ

て
は

世
田

谷
区

風
景

づ
く

り
条

例
に

定
め

る
風

景
づ

く
り

の
基

準
に

基
づ

い
た

外
観

意
匠

と
す

る
こ

と
で

、
周

囲
の

街
並

み
と

調
和

の
と

れ
た

景
観

を
創

出
で

き
、

眺
望

に
大

き
な

変
化

を
及

ぼ
さ

な
い

と
考

え
る

。
 

し
た

が
っ

て
、

評
価

の
指

標
を

満
足

す
る

と
考

え
る

。
 

 

【
圧
迫
感
の
変
化
の
程
度
】

 

工
事

完
了

後
の

計
画

建
築

物
の

最
高

高
さ

は
６

ｍ
高

く
な

る
が

、
計

画
地

近
傍

に

お
け

る
形

態
率

の
変

化
は

約
0
.
3
ポ

イ
ン

ト
か

ら
約

1
.
7
ポ

イ
ン

ト
の

範
囲

に
留

ま

る
。

 

ま
た

、
工

場
棟

の
色

彩
や

形
状

に
あ

た
っ

て
は

、
世

田
谷

区
風

景
づ

く
り

条
例

に
定

め
る

風
景

づ
く

り
の

基
準

に
基

づ
い

た
外

観
意

匠
と

す
る

。
さ

ら
に

、
工

場
棟

周
囲

に

は
高

木
等

を
配

置
す

る
こ

と
で

、
圧

迫
感

の
軽

減
を

図
る

計
画

で
あ

り
、
評

価
の

指
標

を
満

足
す

る
。

 

 
 

 

 

表
1
(
1
0
)
 
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
の
結
論

 

環
境

影
響

 

評
価

項
目

 
評

価
の

結
論

 

廃
棄

物
 
＜
工
事
の
施
行
中
＞

 

【
廃
棄
物
の
排
出
量
、
再
資
源
化
量
及
び
処
理
・
処
分
方
法
】

 

既
存

施
設

の
解

体
及

び
撤

去
並

び
に

計
画

施
設

の
建

設
に

伴
い

発
生

す
る

建
設

廃
棄

物
は

、
計

画
段

階
か

ら
発

生
抑

制
に

努
め

る
こ

と
で

約
9
.
5
万

ｔ
と

予
測

さ
れ

る
。

あ
わ

せ
て

、
分

別
を

徹
底

し
、

可
能

な
限

り
再

資
源

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、
「

東
京

都
建

設
リ

サ
イ

ク
ル

推
進

計
画

」
の

再
資

源
化

率
等

の
目

標
値

を
満

足
す

る
。

 
ま

た
、
再

資
源

化
で

き
な

い
廃

棄
物

に
つ

い
て

は
、
産

業
廃

棄
物

と
し

て
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
に

よ
り

適
正

に
処

理
・
処

分
さ

れ
た

こ
と

を
確

認
す

る
ほ

か
、
特

別
管

理
産

業
廃

棄
物

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
関

係
法

令
に

基
づ

い
て

適
正

に
処

理
・

処
分

す
る

。
 

し
た

が
っ

て
、
廃

棄
物

の
排

出
量

、
再

資
源

化
量

及
び

処
理
・
処

分
方

法
は

関
係

法
令

等
に

定
め

る
事

業
者

の
責

務
を

遵
守

で
き

る
も

の
で

あ
り

、
妥

当
で

あ
る

と
考

え
る

。
 

【
建
設
発
生
土
の
排
出
量
、
再
利
用
量
及
び
処
理
・
処
分
方
法
】

 

計
画

施
設

の
建

設
に

伴
い

発
生

す
る

建
設

発
生

土
は

約
2
.
9
万

m
3で

あ
る

が
、

埋
戻

さ
な

か
っ

た
建

設
発

生
土

は
、
「

東
京

都
建

設
発

生
土

再
利

用
セ

ン
タ

ー
」

等
の

受
入

基
準

に
適

合
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

の
上

、
搬

出
す

る
。
た

だ
し

、
受

入
基

準
に

適
合

し
て

い
な

い
場

合
に

は
、

関
係

法
令

の
規

定
に

基
づ

き
適

切
に

処
分

す
る

。
 

し
た

が
っ

て
建

設
発

生
土

の
排

出
量

、
再

利
用

量
及

び
処

理
・
処

分
方

法
は

関
係

法
令

等
に

定
め

る
事

業
者

の
責

務
を

遵
守

で
き

る
も

の
で

あ
り

、
妥

当
で

あ
る

と
考

え
る

。
 

 
＜
工
事
の
完
了
後
＞

 

【
廃
棄
物
の
排
出
量
、
再
資
源
化
量
及
び
処
理
・
処
分
方
法
】

 

施
設

の
稼

働
に

伴
い

排
出

す
る

主
灰

、
飛

灰
処

理
汚

泥
及

び
脱

水
汚

泥
の

量
は

約
2
.
0
万

t
/
年

で
あ

る
。

 
飛

灰
は

重
金

属
類

の
溶

出
防

止
の

た
め

薬
剤

処
理

に
よ

る
安

定
化

を
行

い
、

飛
灰

処
理

汚
泥

と
す

る
。
主

灰
、
飛

灰
処

理
汚

泥
及

び
脱

水
汚

泥
は

、
中

央
防

波
堤

外
側

埋
立

処
分

場
及

び
新

海
面

処
分

場
へ

搬
出

し
、
埋

立
処

分
す

る
。
埋

立
処

分
す

る
に

あ
た

っ
て

は
、
埋

立
基

準
等

に
適

合
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

た
め

、
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

等
の

測
定

を
実

施
す

る
。

 
な

お
、
主

灰
に

つ
い

て
は

、
セ

メ
ン

ト
原

料
化

に
よ

る
資

源
化

を
図

り
、
埋

立
処

分
量

の
削

減
に

努
め

る
。

 
今

後
、
セ

メ
ン

ト
原

料
化

以
外

の
方

法
で

の
焼

却
灰
（

主
灰

及
び

飛
灰

）
の

資
源

化
に

つ
い

て
推

進
し

、
埋

立
処

分
量

の
更

な
る

削
減

に
努

め
る

。
 

し
た

が
っ

て
、
廃

棄
物

の
排

出
量

、
再

資
源

化
量

及
び

処
理
・
処

分
方

法
は

関
係

法
令

等
に

定
め

る
事

業
者

の
責

務
を

遵
守

で
き

る
も

の
で

あ
り

、
妥

当
で

あ
る

と
考

え
る

。
 

温
室

効
果

 

ガ
ス

 

＜
工
事
の
完
了
後
＞

 

【
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
及
び
そ
れ
ら
の
削
減
の
程
度
】

 

計
画

施
設

で
は

、
電

力
、
都

市
ガ

ス
の

使
用

及
び

ご
み

の
焼

却
に

よ
っ

て
、
約

2
0
.
3

万
t
-
C
O
2 /
年

の
温

室
効

果
ガ

ス
を

排
出

す
る

と
予

測
す

る
が

、
発

電
及

び
余

熱
利

用
に

よ
っ

て
約

5
.
6
万

t
-
C
O
2 /
年

の
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

が
見

込
ま

れ
、

総
排

出
量

は
、

約
1
4
.
6
万

t
-
C
O
2 /
年

と
予

測
す

る
。

 
本

事
業

で
は

、
ご

み
発

電
等

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

有
効

利
用

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
太

陽
光

等
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

積
極

的
に

活
用

す
る

。
ま

た
、
高

効
率

モ
ー

タ
ー

や
L
E
D
照

明
の

導
入

等
に

よ
り

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

を
削

減
す

る
。

 
し

た
が

っ
て

、
本

事
業

に
よ

る
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
は

、
可

能
な

限
り

削
減

で
き

、
本

事
業

は
、

評
価

の
指

針
を

満
足

す
る

と
考

え
る

。
 

 



8令和6年10月11日（金曜日）（第18164号） 東　京　都　公　報
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
十
二
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お

り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い

う
。
）
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域　

別
図
の
と
お
り
（
江
東
区
新
砂
三

丁
目
地
内
）

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類　

鉛
及
び
そ
の
化
合

物
三　

そ
の
他　

こ
の
告
示
に
よ
り
指
定
す
る
形
質
変
更
時
要
届
出
区

域
は
、
規
則
第
五
十
八
条
第
五
項
第
十
二
号
に
該
当
す
る
。

4度4分51秒

支点

N

形質変更時要届出区域
（この告示により指定する区域）
（規則第58条第5項第12号に該当する区域）

形質変更時要届出区域
（平成24年東京都告示第873号より指定した区域）
（規則第58条第5項第12号に該当する区域）

形質変更時要届出区域
（令和6年東京都告示第820号より指定した区域）
（規則第58条第5項第12号に該当する区域）

単位区画 筆境界 調査対象地

【凡例】

支点は、次の座標とする。
X座標：-37906.983700 Y座標：438.054139

座標は、測量法（昭和24年法律第188号）の規定
により世界測地系座標計算により作成した。

【支点】

格子の回転角度は、支点を通り、東西方向及び
南北方向に引いた線並びにこれらと平行して10m
間隔で引いた線により構成されている格子を、
支点を中心として、右回りに回転させた
角度を示す。

【格子の回転角度(4度4分51秒)】

2476番4

2476番1

2450番84
江東区新砂三丁目

2476番16

2476番24

2476番2

3001番1

3001番3

2476番23

2450番50

3009番1

別図

2473番5



9 令和6年10月11日（金曜日） （第18164号）東　京　都　公　報
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
十
三
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
四
年
東
京
都
告
示
第
千
五
百
一
号
に
よ

り
指
定
し
た
区
域
の
一
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

指
定
を
解
除
す
る
区
域　

別
図
の
と
お
り
（
杉
並
区
久
我
山
一

丁
目
地
内
）

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類　

六
価
ク
ロ
ム

化
合
物
及
び
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

三　

規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類　

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

四　

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置　

土
壌
汚
染
の
除
去



10令和6年10月11日（金曜日）（第18164号） 東　京　都　公　報
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
十
四
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
四
年
東
京
都
告
示
第
七
百
四
十
七
号
に

よ
り
指
定
し
た
区
域
の
全
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

指
定
を
解
除
す
る
区
域　

別
図
の
と
お
り
（
品
川
区
荏
原
五
丁

目
地
内
）

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類　

一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

三　

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置　

土
壌
汚
染
の
除
去

別　　図

：単位区画境界線

：調査対象地

【起点】

258番6の敷地境界及び道路境界の

交点から、敷地境界沿いに北側へ

【凡例】

【格子の回転角度(86度22分00秒)】

格子の回転角度は、起点を通り、東西

れらと平行して10ｍ間隔で引いた線に

して右回りに回転させた角度を示す。

方向及び南北方向に引いた線並びにこ

より区画された格子を、起点を中心と

：指定を解除する区域

：筆境界線起  点

258番6

品川区荏原五丁目258番9

起点は、品川区荏原五丁目258番9と

11.83ｍ離れた地点とする。

道

道



11 令和6年10月11日（金曜日） （第18164号）東　京　都　公　報
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
十
五
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
東
京
都
告
示
第
百
五
十
号
に
よ

り
指
定
し
た
区
域
の
全
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

指
定
を
解
除
す
る
区
域　

別
図
の
と
お
り
（
港
区
浜
松
町
二
丁

目
地
内
）

二　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類　

鉛
及
び
そ
の
化
合
物　

三　

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置　

土
壌
汚
染
の
除
去

【凡　例】

　　　　　　単位区画

　　　　　　筆境界

　　　　　　敷地境界

【支　点】

支点は、港区浜松町二丁目200番の最北端とする。

【格子の回転角度（6度45分24秒）】

格子の回転角度は、支点を通り、東西方向及び南北方向に引いた線

並びにこれらと平行して10m間隔で引いた線により構成されている

格子を、支点を中心として、右回りに回転させた角度を示す。

別図

　　　　　　形質変更時要届出区域
　　　　　　　　　（令和元年東京都告示第157号により指定した区域）

　　　　　　形質変更時要届出区域
　　　　　　　　　（令和3年東京都告示第1380号により指定した区域）

　　　　　　形質変更時要届出区域
　　　　　　　　　（令和6年東京都告示第750号により指定した区域）

　　　　　　指定を解除する区域

港区浜松町二丁目200番

201番

202番

支点
6度45分24秒



12令和6年10月11日（金曜日）（第18164号） 東　京　都　公　報
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
十
六
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
急

傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

こ
の
関
係
図
書
は
、
令
和
六
年
十
月
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二
週

間
東
京
都
建
設
局
河
川
部
及
び
東
京
都
南
多
摩
西
部
建
設
事
務
所
に

お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

区
域
の
名
称

八
王
子
市
初
沢
（
３‒

４
）
地
区
（
２
）

二　

区
域
の
範
囲

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
七
号
と
標
柱
十
二
号
と
を
結

ん
だ
線
、
標
柱
十
二
号
か
ら
標
柱
十
七
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、

標
柱
十
号
と
標
柱
十
七
号
と
を
結
ん
だ
線
及
び
平
成
三
十
年
東
京

都
告
示
第
千
四
百
三
十
号
で
指
定
し
た
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て

結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
別
図
の
と
お
り
）

　

八
王
子
市
初
沢
町

　
　

一
四
二
九
番
二
六
二　

七
号

　
　

一
四
二
九
番
三
三　
　

十
号

　
　

一
四
二
九
番
四
八
五　

十
二
号　
　

　
　

一
四
二
九
番
五
一
一　

十
三
号

　
　

一
四
二
九
番
五
一
三　

十
四
号

　
　

一
四
二
九
番
四
八
三　

十
五
号

　
　

一
四
二
九
番
四
八
七　

十
六
号

　
　

一
四
二
九
番
三
三　
　

十
七
号



13 令和6年10月11日（金曜日） （第18164号）東　京　都　公　報
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
十
七
号

東
京
都
海
上
公
園
条
例
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
条
例
第
百
七
号
）

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
立
有
明
親
水
海
浜
公
園

の
区
域
及
び
面
積
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

区
域　

別
図
の
と
お
り

二　

面
積　

変
更
前　

六
七
、
〇
〇
九
・
四
九
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　

変
更
後　

八
○
、
一
四
二
・
一
九
平
方
メ
ー
ト
ル

三　

変
更
年
月
日　

令
和
六
年
十
月
十
二
日

有明テニスの森駅

有明駅
有明テニスの森

公園

有明一丁目

有明二丁目

豊洲六丁目

2001000 400
m

既開園区域

有明親水海浜公園 別図

今回開園区域

江東区

300



14令和6年10月11日（金曜日）（第18164号） 東　京　都　公　報

と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称

等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

規
　
　
　
則
（
教
）

東
京
都
教
育
委
員
会
の
権
限
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
十
六
号

東
京
都
教
育
委
員
会
の
権
限
委
任
等
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
教
育
委
員
会
の
権
限
委
任
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十

一
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
十
五
号
中
「
並
び
に
同
法
附
則
第
二
条
及
び
第

三
条
の
規
定
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
る
。

　
　

附　

則

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

令
和
六
年
九
月
以
前
の
月
分
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
た
同
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
（
昭

和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
給
付
に

係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

告
　
　
　
示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
四
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六

条
第
一
項
（
同
法
第
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
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１　政党の支部

　(1) 法第１９条の７第１項第１号に係る国会議員関係政治団体とみなされる政党の支部

政治団体の名称 主たる事務所の所在地
一以上の市町村等
の区域を単位とし
て設けられる支部

公職の
種類

（第１号）

国民民主党東京都第４区総
支部

井戸 正枝 井戸 正枝 新宿区早稲田鶴巻町５７１
－１

R6. 6. 3 ○ 衆議院議員

国民民主党東京都第１３区
総支部

森 洋介 秋葉 政人 足立区梅島１－１３－６ R6. 6. 17 ○ 衆議院議員

国民民主党東京都第１４区
総支部

伊藤 菜々 伊藤 菜々 千代田区隼町３－１９ R6. 6. 14 ○ 衆議院議員

国民民主党東京都第２０区
総支部

大西 健太郎 葛󠄀󠄀西 徹 東村山市栄町２－２０－１
０

R6. 6. 3 ○ 衆議院議員

日本維新の会衆議院東京都
第１１選挙区支部

大豆生田 実 大豆生田 実 板橋区熊野町４１－１ R6. 6. 3 ○ 衆議院議員

２　政党及び政治資金団体以外の政治団体（その他の政治団体）

　(1) 法第１９条の７第１項第１号及び第２号に係る国会議員関係政治団体  

政治団体の名称 主たる事務所の所在地
公職の
種類

（第１号）

伊藤菜々を応援する会 伊藤 菜々 伊藤 菜々 千代田区隼町３－１９ R6. 6. 18 衆議院議員

押忍！大西けんたろう政治
道場

大西 健太郎 葛󠄀󠄀西 徹 東村山市栄町２－２０－１
０

R6. 6. 3 衆議院議員

森ようすけ後援会 森 洋介 秋葉 政人 足立区梅島１－１３－６ R6. 6. 17 衆議院議員

渡良瀬政経懇話会 大豆生田 実 大豆生田 実 板橋区熊野町４１－１ R6. 6. 3 衆議院議員

　(2) 国会議員関係政治団体以外の政治団体  

政治団体の名称 主たる事務所の所在地

永遠に恒久的に一日２，４
００Ｋｃａｌの食糧クーポ
ンを全都民に毎年給付する
政党

山口 節生 山口 節生 新宿区新宿１－１５－７ R6. 6. 7

木藤直樹後援会 木藤 直樹 木藤 直樹 杉並区善福寺１－５－７ R6. 6. 4

極政会 前田 幸康 広田 泰三 品川区小山台１－３－１４ R6. 6. 19

現職女性知事と東京をもっ
と！よくする会

玉川 洋子 臼井 淳子 豊島区池袋４－１６－５ R6. 6. 6

子供保守党 村元 寅次 村元 寅次 大田区蒲田５－１９－６ R6. 6. 20

澤繁実応援団 澤 繁実 澤 繁実 港区芝浦１－６－４１ R6. 6. 14

真実を伝え、都政を改革す
る会

内田 美弥子 内田 美弥子 世田谷区桜丘４－１９－４
１

R6. 6. 24

大西　健太郎、衆議院
議員

代表者 会計責任者 届出年月日

代表者 会計責任者 届出年月日
公職の候補者の

氏名及び公職の種類
（第２号）

大豆生田　実、衆議院
議員

代表者 会計責任者 届出年月日

森　洋介、衆議院議員

伊藤　菜々、衆議院議
員
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◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
四
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

千稲会 菅原 千稲 菅原 千稲 品川区東五反田２－２０－
２

R6. 6. 4

チーム府中 小山 有彦 渡辺 将 府中市宮町１－９－１ R6. 6. 13

デジタル民主主義を考える
会

安野 貴博 安野 貴博 中央区湊３－４－１０ R6. 6. 6

東京新時代の会 鳥羽 博道 西岡 直人 千代田区一番町２３－２ R6. 6. 11

まっとうな都政をつくる会 土橋 雄宇 柿澤 雄太 世田谷区下馬２－２０－２ R6. 6. 6

宮原和道と自立支援介護ケ
アマネジメントを推進する
会

宮原 和道 宮原 和道 中野区上高田２－４５－１
０

R6. 6. 4

山口星矢後援会 山口 星矢 末松 侑樹 目黒区目黒本町５－３－１
９

R6. 6. 19

吉本ゆうすけと「より良い
小平」を目指す会

吉本 祐之 吉本 亜子 小平市小川西町２－１８－
５

R6. 6. 3

備考　従来、渡良瀬政経懇話会は、栃木県選挙管理委員会に届出がされていたが、東京都選挙管理委員会に届出すべき政治団体となった
　　ものである。
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1  政党の支部

政治団体の名称 異動事項 新 旧

国民民主党東京都第４区総
支部

井戸 正枝 主たる事務所
の所在地

大田区蒲田５－４６－１０ 新宿区早稲田鶴巻町５７１－
１

R6. 6. 11

参政党東京第１６支部 森本 博隆 代表者の氏名 森本　博隆 浅井　和人 R6. 6. 13

自由民主党あきる野総支部 田中 有三郎 主たる事務所
の所在地

あきる野市秋川１－１４－１
４

あきる野市秋川５－１－９ R6. 5. 28

代表者の氏名 田中　有三郎 岡野　悦史 R6. 5. 28

会計責任者の
氏名

臼井　建 浦野　治光 R6. 5. 28

自由民主党渋谷総支部 大石 隆士 主たる事務所
の所在地

渋谷区道玄坂１－２１－１４ 渋谷区東１－２３－９ R6. 6. 14

代表者の氏名 大石　隆士 村上　英子 R6. 6. 14

会計責任者の
氏名

松本　翔 前田　和茂 R6. 6. 14

自由民主党東京都荒川区第
十九支部

加藤 亜季 主たる事務所
の所在地

荒川区東尾久３－１４－１ 荒川区町屋３－１４－１ R6. 6. 4

代表者の氏名 加藤　亜季 夏目　亜季 R6. 6. 4

自由民主党東京都港湾空港
支部

藤井 広記 代表者の氏名 藤井　広記 舘下　章 R6. 5. 31

自由民主党東京都自動車整
備支部

舟橋 竹彦 代表者の氏名 舟橋　竹彦 足立　篤司 R6. 6. 20

自由民主党東京都杉並区第
三十六支部

大泉 泰政 会計責任者の
氏名

大泉　泰政 塚原　奈美江 R6. 6. 28

自由民主党東京都第九選挙
区支部

今村 洋史 会計責任者の
氏名

瀬木　秀紀 柴　伸哉 R6. 6. 1

自由民主党東京都宅建支部 野口 文男 代表者の氏名 野口　文男 久保田　辰彦 R6. 6. 7

自由民主党東京都武蔵野市
第三支部

島崎 義司 会計責任者の
氏名

島崎　知波 島崎　純子 R6. 6. 14

日本維新の会衆議院東京都
第１３選挙区支部

重田 惇平 主たる事務所
の所在地

足立区千住中居町１７－１４ 足立区中央本町１－１３－１
３

R6. 6. 20

日本共産党江戸川地区委員
会

瀨端 勇 代表者の氏名 瀨端　勇 須田　哲二 R6. 3. 24

立憲民主党東京都参議院選
挙区第１総支部

手塚 仁雄 代表者の氏名 手塚　仁雄 齊藤　蓮舫 R6. 6. 18

公職の種類
（第一号）

衆議院議員 参議院議員 R6. 6. 18

立憲民主党東京都第１０区
総支部

鈴木 庸介 会計責任者の
氏名

加藤　義直 高木　敏行 R6. 5. 28

れいわ新選組衆議院東京都
第１４区総支部

櫛渕 万里 政治団体の名
称

れいわ新選組衆議院東京都第
１４区総支部

れいわ新選組衆議院東京都第
２２区総支部

R6. 6. 12

異動年月日代表者
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主たる事務所
の所在地

江戸川区平井４－１４－８ 調布市国領町１－２５－３８ R6. 6. 12

れいわ新選組衆議院東京都
第２５区総支部

依田 花蓮 主たる事務所
の所在地

青梅市東青梅３－６－１９ 新宿区高田馬場４－２７－１
５

R6. 6. 1

2　政党及び政治資金団体以外の政治団体（その他の政治団体）

政治団体の名称 異動事項 新 旧

新しい区長をつくる会 森口 英晴 会計責任者の
氏名

森口　英晴 鈴木　妙匡 R6. 6. 17

ＮＨＫから国民を守る党 近藤 秀人 主たる事務所
の所在地

練馬区富士見台１－２２－１ 板橋区高島平２－２８－４ R5. 5. 31

太田哲二後援会 太田 哲二 主たる事務所
の所在地

杉並区堀ノ内３－４９－１９ 杉並区西荻南４－１２－５ R6. 5. 1

大津ひろ子О ネット 大津 浩子 主たる事務所
の所在地

渋谷区笹塚２－１１－２ 渋谷区笹塚３－９－３ R6. 1. 1

金子てるよし後援会 井ノ口 励 会計責任者の
氏名

岩谷　哲夫 坂口　範昭 R6. 6. 17

グリーンな国分寺 鈴木 千尋 主たる事務所
の所在地

国分寺市東元町３－１３－１
７

国分寺市東元町１－１４－８ R6. 6. 15

幸福実現党白金門前後援会 鍋島 久之 主たる事務所
の所在地

港区芝大門２－７－９ 足立区梅島３－４３－１９ R6. 6. 7

代表者の氏名 鍋島　久之 榎本　雅章 R6. 6. 7

国民の命と安全を守る 鳥居 徹夫 主たる事務所
の所在地

渋谷区笹塚２－１１－２ 渋谷区笹塚３－９－３ R6. 1. 1

重田じゅんぺい後援会 重田 惇平 主たる事務所
の所在地

足立区千住中居町１７－１４ 足立区中央本町１－１３－１
３

R6. 6. 20

島崎義司後援会 島崎 義司 会計責任者の
氏名

島崎　知波 島崎　純子 R6. 6. 14

市民の声・江東 間庭 尚之 主たる事務所
の所在地

江東区大島８－４－１ 江東区北砂１－１９－１６ R6. 4. 1

深呼吸のできる東京 大井 雄央 主たる事務所
の所在地

渋谷区笹塚２－１１－２ 渋谷区笹塚３－９－３ R6. 1. 1

政治を直す右ストレートの
会

横田 政直 会計責任者の
氏名

横田　佳子 横田　英二 R5. 7. 29

せたがやオンブズマン 阿部 力也 政治団体の名
称

せたがやオンブズマン 世田谷シングルペアレントの
会

R6. 6. 20

ちいさき声をすくいあげる
会

川手 賢治 主たる事務所
の所在地

青梅市東青梅３－６－１９ 新宿区高田馬場４－２７－１
５

R6. 6. 1

チーム鈴木ようすけ 鈴木 庸介 会計責任者の
氏名

加藤　義直 高木　敏行 R6. 5. 28

東京交通懇話会 南 正人 会計責任者の
氏名

濱　勝俊 二井田　春喜 R6. 6. 5

東京新時代の会 藤川 基之 代表者の氏名 藤川　基之 鳥羽　博道 R6. 6. 18

東京都印刷産業政治連盟 白橋 明夫 代表者の氏名 白橋　明夫 橋本　唱一 R6. 6. 4

代表者 異動年月日

2
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◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
四
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公

表
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

東京都自動車整備政治連盟 舟橋 竹彦 代表者の氏名 舟橋　竹彦 足立　篤司 R6. 6. 20

東京都宅建政治連盟 野口 文男 代表者の氏名 野口　文男 久保田　辰彦 R6. 6. 7

東京都宅建政治連盟板橋支
部

豊田 昌之 代表者の氏名 豊田　昌之 寺本　和孝 R6. 6. 7

東京都宅建政治連盟練馬支
部

福島 孝人 代表者の氏名 福島　孝人 立花　祐一 R6. 6. 7

東京をもっと！よくする会 玉川 洋子 政治団体の名
称

東京をもっと！よくする会 現職女性知事と東京をもっ
と！よくする会

R6. 6. 10

主たる事務所
の所在地

新宿区西新宿７－７－３３ 豊島区池袋４－１６－５ R6. 6. 10

都民の命と安全を守る 矢部 英子 主たる事務所
の所在地

渋谷区笹塚２－１１－２ 渋谷区笹塚３－９－３ R6. 1. 1

中島まさとし後援会 中島 正寿 会計責任者の
氏名

井上　一正 山口　成仁 R5. 4. 1

日本のための選択肢 中村 和弘 会計責任者の
氏名

横川　美紀 藤井　資子 R6. 6. 19

日本保守党東京江東支部 有本 香 主たる事務所
の所在地

江東区門前仲町１－１１－７ 江東区三好１－８－３ R6. 6. 18

会計責任者の
氏名

小柳　岳史 廣澤　一郎 R6. 6. 18

本郷税理士政治連盟 星野 典子 代表者の氏名 星野　典子 小林　健 R6. 6. 20

よだかれん大応援団 依田 花蓮 主たる事務所
の所在地

青梅市東青梅３－６－１９ 新宿区高田馬場４－２７－１
５

R6. 6. 1

蓮舫後援会 齊藤 蓮舫 主たる事務所
の所在地

世田谷区下馬２－２０－２ 千代田区永田町２－１－１ R6. 6. 20

国会議員関係
政治団体の区
分

国会議員関係政治団体以外の
政治団体

法第十九条の七第一項第一号
及び第二号に係る国会議員関
係政治団体

R6. 6. 20
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1　政党の支部

政治団体の名称

自由民主党東京都千代田区第二十六支部 嶋崎 秀彦 R6. 6. 24

自由民主党東京都足立区第二十九支部 高山 延之 R5. 5. 31

自由民主党東京都武蔵野市第三支部 島崎 義司 R6. 6. 14

自由民主党東京都墨田区第三十七支部 中尾 聡 R6. 6. 1

2　その他の政治団体（政党及び政治資金団体以外の政治団体）

政治団体の名称

おおさわりえ後援会 大沢 里枝 R6. 4. 30

河原ひろあき後援会 河原 弘明 R5. 12. 25

こじま秀樹の会 児島 秀樹 R6. 5. 31

嶋崎秀彦後援会 嶋崎 秀彦 R6. 6. 24

島崎義司後援会 島崎 義司 R6. 6. 14

市民と進める小金井の未来 吉川 裕貴 R6. 5. 31

高山のぶゆき後援会 高山 延之 R5. 5. 31

野村たかし後援会 野村 高士 R6. 6. 17

野村たかし事務所 野村 高士 R6. 6. 17

深谷隆司・辻󠄀󠄀清人を囲む小石川税理士の会 中村 勝 R6. 6. 27

マンガ・アニメ・ゲームの表現の自由を守る中谷基
志の会

中谷 基志 R6. 6. 19

まんだち幹夫後援会 及川 清 R6. 5. 31

宮川かずゆき後援会 宮川 和之 R6. 6. 18

山本さき後援会 山本 沙紀 R6. 5. 31

代表者 解散年月日

代表者 解散年月日



21 令和6年10月11日（金曜日） （第18164号）東　京　都　公　報

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
四
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称

等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

吉野和之後援会 宗仲 弘子 R6. 6. 18

吉本ゆうすけとより良い小平を目指す会 吉本 祐之 R6. 6. 3

渡辺しんじろう後援会 中畑 清 R6. 6. 19
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◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
四
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の

異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

公職の種類 資金管理団体の名称 主たる事務所の所在地

安野 貴博 都知事 デジタル民主主義を考える
会

中央区湊３－４－１０ R6. 6. 6

伊藤 菜々 衆議院議員 伊藤菜々を応援する会 千代田区隼町３－１９ R6. 6. 18

内田 美弥子 都議会議員 真実を伝え、都政を改革す
る会

世田谷区桜丘４－１９－４１ R6. 6. 24

大西 健太郎 衆議院議員 押忍！大西けんたろう政治
道場

東村山市栄町２－２０－１０ R6. 5. 31

衆議院議員 渡良瀬政経懇話会 板橋区熊野町４１－１ H11. 6. 14

木藤 直樹 都議会議員 木藤直樹後援会 杉並区善福寺１－５－７ R6. 6. 4

菅原 千稲 都議会議員 千稲会 品川区東五反田２－２０－２ R6. 6. 4

森 洋介 衆議院議員 森ようすけ後援会 足立区梅島１－１３－６ R6. 6. 14

山口 星矢 都議会議員 山口星矢後援会 目黒区目黒本町５－３－１９ R6. 6. 19

指定年月日
資金管理団体の届出
をした者（代表者）

の氏名

大豆生田　実
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◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
四
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た

旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

資金管理団体の
名称

異動事項 新 旧

大津 浩子 大津ひろ子О
ネット

主たる事務
所の所在地

渋谷区笹塚２－１１
－２

渋谷区笹塚３－９－
３

R6. 1. 1

駒崎 美紀 こまざき美紀後
援会

公職の種類 都議会議員 区長 R6. 5. 23

齊藤 蓮舫 蓮舫後援会 公職の種類 都知事 参議院議員 R6. 6. 20

主たる事務
所の所在地

世田谷区下馬２－２
０－２

千代田区永田町２－
１－１

R6. 6. 20

重田 惇平 重田じゅんぺい
後援会

主たる事務
所の所在地

足立区千住中居町１
７－１４

足立区中央本町１－
１３－１３

R6. 6. 20

間庭 尚之 市民の声・江東 主たる事務
所の所在地

江東区大島８－４－
１

江東区北砂１－１９
－１６

R6. 4. 1

異動年月日
資金管理団体
の届出をした
者の氏名

2
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◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
四
十
六
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
二
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
六
年
十
月
二
十
七
日
執
行
予
定
の
衆
議
院

（
小
選
挙
区
選
出
）
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
人
名
簿
の
登
録
に
つ

い
て
被
登
録
資
格
の
決
定
の
基
準
と
な
る
日
及
び
登
録
を
行
う
日
を

次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年

政
令
第
八
十
九
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

基
準
と
な
る
日

令
和
六
年
十
月
十
四
日
。
た
だ
し
、
年
齢
に
つ
い

て
は
、
同
月
二
十
七
日

登
録
を
行
う
日

令
和
六
年
十
月
十
四
日

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
四
十
七
号

政
見
放
送
及
び
経
歴
放
送
実
施
規
程
（
平
成
六
年
自
治
省
告
示
第

百
六
十
五
号
）
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
六
年
十
月
二

十
七
日
執
行
予
定
の
衆
議
院
（
小
選
挙
区
選
出
）
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
候
補
者
届
出
政
党
が
政
見
放
送
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
基
幹
放

送
事
業
者
及
び
政
見
放
送
の
回
数
を
次
の
と
お
り
定
め
た
。

こ
の
場
合
、
ラ
ジ
オ
放
送
は
三
放
送
局
が
分
担
す
る
も
の
と
す
る
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

一　

基
幹
放
送
事
業
者
及
び
回
数

放
送
の

区
分

基
幹
放
送
事
業
者

各
政
党
の
届
出
候
補

者
数

回
数

テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン

放
送

東
京
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
株

式
会
社

一
人
又
は
二
人

三
人
か
ら
五
人
ま
で

六
人
か
ら
八
人
ま
で

一一二

1　法第１９条第３項第２号による届出

資金管理団体の名称

板津 道也 板津道也後援会 R5. 4. 30

大沢 里枝 おおさわりえ後援会 R6. 4. 30

河原 弘明 河原ひろあき後援会 R5. 4. 30

島崎 義司 島崎義司後援会 R6. 6. 14

中谷 基志 マンガ・アニメ・ゲームの表現の自由を守る中
谷基志の会

R6. 6. 19

野村 高士 野村たかし後援会 R6. 6. 17

山本 沙紀 山本さき後援会 R6. 5. 31

吉本 祐之 吉本ゆうすけとより良い小平を目指す会 R6. 6. 3

資金管理団体の届出をし
た者の氏名

資金管理団体でな
くなった年月日
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イ
　
写
真
（
申
請
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上

三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
3.0セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

の
長
さ
2.4セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）

ウ
　
審
査
細
目
が
免
除
さ
れ
る
者
は
、
こ
れ
を
証
明
す
る
書
面

⑵
　
受
付
日
時

令
和
６
年
10月

24日
（
木
曜
日
）
及
び
同
月
25日

（
金
曜

日
）
の
午
前
９
時
30分

か
ら
午
後
４
時
ま
で

⑶
　
受
付
場
所

警
視
庁
運
転
免
許
本
部
運
転
者
教
育
課
（
品
川
区
東
大
井
一

丁
目
12番
５
号
）

⑷
　
申
請
に
関
す
る
注
意
事
項

ア
　
申
請
書
は
、
警
視
庁
運
転
免
許
本
部
運
転
者
教
育
課
に
お

い
て
、
令
和
６
年
10月

15日
（
火
曜
日
）
か
ら
配
布
す
る
。

た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。

イ
　
写
真
は
、
申
請
書
に
貼
り
付
け
る
こ
と
。

ウ
　
提
出
書
類
は
、
本
人
が
直
接
持
参
す
る
こ
と
。

エ
　
運
転
免
許
証
を
提
示
す
る
こ
と
。

７
　
審
査
手
数
料

19,500円
。
た
だ
し
、
審
査
細
目
を
免
除
さ
れ
る
者
は
、
警
視

庁
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
12年

東
京
都
条
例
第
99号

）
別
表
第

２
　
１
の
項
備
考
２
に
規
定
す
る
額
を
減
額
す
る
。

８
　
携
行
品
及
び
服
装

⑴
　
携
行
品

ア
　
運
転
免
許
証

イ
　
筆
記
用
具

ア
　
黒
色
又
は
青
色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

イ
　
赤
色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

⑵
　
服
装

九
人
か
ら
十
一
人
ま
で

十
二
人
以
上

三四

ラ
ジ
オ

放
送

株
式
会
社
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ

ジ
オ

株
式
会
社
文
化
放
送

株
式
会
社
ニ
ッ
ポ
ン

放
送

一
人
又
は
二
人

三
人
か
ら
五
人
ま
で

六
人
か
ら
八
人
ま
で

九
人
か
ら
十
一
人
ま
で

十
二
人
以
上

一二四六八

二　

ラ
ジ
オ
放
送
の
分
担

各
政
党
の

放
送
回
数
株
式
会
社
Ｔ
Ｂ

Ｓ
ラ
ジ
オ

株
式
会
社
文
化

放
送

株
式
会
社
ニ
ッ
ポ

ン
放
送

一二四六八

一一一二三

一一二三

二二二

告
　
　
　
示
（
公
）

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
337号

技
能
検
定
員
審
査
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
６
年
国
家
公
安
委
員

会
規
則
第
３
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
条
の
規
定
に
基

づ
き
技
能
検
定
員
審
査
を
実
施
す
る
の
で
、
規
則
第
２
条
の
規
定
に

よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
６
年
10月
11日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

１
　
審
査
の
種
類

普
通
自
動
車
免
許
技
能
検
定
員
審
査

２
　
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
資
格

普
通
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
免
許
（
仮
運
転

免
許
を
除
く
。
）
に
係
る
運
転
免
許
証
を
提
示
で
き
る
者
で
あ
る

こ
と
。

３
　
審
査
項
目
及
び
審
査
細
目

⑴
　
技
能
検
定
に
関
す
る
技
能

ア
　
技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能

イ
　
自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
及
び
採
点
の
技
能

⑵
　
技
能
検
定
に
関
す
る
知
識

ア
　
道
路
交
通
法
（
昭
和
35年

法
律
第
105号

）
第
108条

の
28

第
４
項
に
規
定
す
る
教
則
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
事
項

イ
　
自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識

ウ
　
技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る
知
識

エ
　
自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価
方
法
に
関
す
る
知
識

４
　
審
査
細
目
の
免
除

規
則
第
17条

第
１
項
各
号
若
し
く
は
第
２
項
各
号
又
は
附
則
第

３
条
第
１
項
第
１
号
若
し
く
は
第
２
号
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
該

当
す
る
者

５
　
審
査
の
日
時
及
び
場
所

⑴
　
日
時

令
和
６
年
11月

11日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
15日

（
金
曜

日
）
ま
で
の
間
の
う
ち
、
申
請
書
提
出
時
に
お
い
て
指
定
す
る

日
時

⑵
　
場
所

警
視
庁
府
中
運
転
免
許
試
験
場
（
府
中
市
多
磨
町
三
丁
目
１

番
地
の
１
）

６
　
申
請
手
続

⑴
　
申
請
書
類

ア
　
申
請
書
（
規
則
別
記
様
式
第
１
号
の
審
査
申
請
書
と
す

る
。
）
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町
田
ド
ラ

イ
ヴ
ィ
ン

グ
ス
ク
ー

ル

代
表
者
の

氏
名

黒
滝
　
寛
南
　
正
人
令
和
６
年
６
月

28日
の
と
お
り
認
定
教
育
実
施
者
か
ら
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

令
和
６
年
10月

11日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

変
更
届
出

が
あ
っ
た

認
定
教
育

実
施
者

変
更
事
項

新
旧

変
更
年
月
日

町
田
ド
ラ

イ
ヴ
ィ
ン

グ
ス
ク
ー

ル

代
表
者
の

氏
名

黒
滝
　
寛
南
　
正
人
令
和
６
年
６
月

28日

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
340号

運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
令
和
４
年
国

家
公
安
委
員
会
規
則
第
８
号
）
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
認
定
検
査
実
施
者
か
ら
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

令
和
６
年
10月

11日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

変
更
届
出

が
あ
っ
た

認
定
検
査

実
施
者

変
更
事
項

新
旧

変
更
年
月
日

自
動
車
の
運
転
に
支
障
の
な
い
服
装

９
　
合
格
証
明
書
の
交
付

合
格
者
に
は
、
規
則
別
記
様
式
第
２
号
の
技
能
検
定
員
審
査
合

格
証
明
書
を
交
付
す
る
。

10　
問
合
せ
先

警
視
庁
運
転
免
許
本
部
運
転
者
教
育
課

電
話
　
03（
3581）

4321　
内
線
7251-5276

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
338号

指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
（
平
成
２
年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
１
号
）
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
講

習
機
関
か
ら
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
６
年
10月
11日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

記

変
更
届
出

が
あ
っ
た

指
定
講
習

機
関

変
更
事
項

新
旧

変
更
年
月
日

町
田
ド
ラ

イ
ヴ
ィ
ン

グ
ス
ク
ー

ル

代
表
者
の

氏
名

黒
滝
　
寬
南
　
正
人
令
和
６
年
６
月

28日

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
339号

運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
12年

国

家
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号
）
第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

公
　
　
　
告

衆
議
院
（
小
選
挙
区
選
出
）
議
員
選
挙
に
お
け
る
選

挙
長
の
事
務
を
行
う
場
所
に
つ
い
て

令
和
六
年
十
月
二
十
七
日
執
行
予
定
の
衆
議
院
（
小
選
挙
区
選

出
）
議
員
選
挙
に
お
い
て
東
京
都
各
選
挙
区
の
選
挙
長
が
事
務
を
行

う
場
所
を
次
の
と
お
り
定
め
た
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

選
挙
区
名

　
　
　
　
　

場　
　
　
　

所

東
京
都
第
一
区

新
宿
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

新
宿

区
歌
舞
伎
町
一
丁
目
五
番
一
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
は
新
宿
区
役
所
本

庁
舎
五
階
大
会
議
室　

新
宿
区
歌
舞
伎
町

一
丁
目
四
番
一
号
）

東
京
都
第
二
区

中
央
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

中
央

区
築
地
一
丁
目
一
番
一
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
正
午
ま
で
は
中
央
区
役
所
本
庁
舎

八
階
大
会
議
室　

中
央
区
築
地
一
丁
目
一

番
一
号
）

東
京
都
第
三
区

品
川
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

品
川

区
広
町
二
丁
目
一
番
三
十
六
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
九
時
三
十
分
ま
で
は
品
川
区

役
所
第
二
庁
舎
五
階
二
五
一
・
二
五
二
・

二
五
三
会
議
室　

品
川
区
広
町
二
丁
目
一

番
三
十
六
号
）
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（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
九
時
三
十
分
ま
で
は
江
戸
川

区
役
所
本
庁
舎
五
階
五
○
四
会
議
室　

江

戸
川
区
中
央
一
丁
目
四
番
一
号
）

東
京
都
第
十
七
区

葛
飾
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

葛
飾

区
立
石
五
丁
目
十
三
番
一
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
九
時
ま
で
は
葛
飾
区
役
所
新

館
七
階
七
〇
六
会
議
室　

葛
飾
区
立
石
五

丁
目
十
三
番
一
号
）

東
京
都
第
十
八
区

武
蔵
野
市
選
挙
管
理
委
員
会
室　

武
蔵
野

市
緑
町
二
丁
目
二
番
二
十
八
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
は
武
蔵
野
市
役
所

本
庁
舎
内
八
一
一
会
議
室　

武
蔵
野
市
緑

町
二
丁
目
二
番
二
十
八
号
）

東
京
都
第
十
九
区

国
分
寺
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

国

分
寺
市
戸
倉
一
丁
目
六
番
地
一

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
は
国
分
寺
市
役
所

プ
レ
ハ
ブ
会
議
室
第
一　

国
分
寺
市
戸
倉

一
丁
目
六
番
地
一
）

東
京
都
第
二
十
区

武
蔵
村
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

武
蔵
村
山
市
本
町
一
丁
目
一
番
地
一

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
は
武
蔵
村
山
市
役

所
四
階
中
部
地
区
会
館
四
〇
一
大
集
会
室

　

武
蔵
村
山
市
本
町
一
丁
目
一
番
地
一
）

東
京
都
第
二
十
一
区

日
野
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

日
野

市
神
明
一
丁
目
十
二
番
地
の
一

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
は
日
野
市
役
所
五

階
五
〇
五
会
議
室　

日
野
市
神
明
一
丁
目

十
二
番
地
の
一
）

東
京
都
第
二
十
二
区

三
鷹
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

三
鷹

市
野
崎
一
丁
目
一
番
一
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
は
三
鷹
市
公
会
堂

東
京
都
第
十
区

豊
島
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

豊
島

区
南
池
袋
二
丁
目
四
十
五
番
一
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
は
豊
島
区
役
所
本

庁
舎
八
階
八
〇
七
・
八
〇
八
会
議
室　

豊

島
区
南
池
袋
二
丁
目
四
十
五
番
一
号
）

東
京
都
第
十
一
区

板
橋
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

板
橋

区
板
橋
二
丁
目
六
十
六
番
一
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
九
時
三
十
分
ま
で
は
板
橋
区

役
所
北
館
九
階
大
会
議
室
Ｂ　

板
橋
区
板

橋
二
丁
目
六
十
六
番
一
号
）

東
京
都
第
十
二
区

北
区
選
挙
管
理
委
員
会
室　

北
区
滝
野
川

二
丁
目
五
十
二
番
十
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
は
北
区
役
所
滝
野

川
分
庁
舎
一
階
大
会
議
室　

北
区
滝
野
川

二
丁
目
五
十
二
番
十
号
）

東
京
都
第
十
三
区

足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

足
立

区
中
央
本
町
一
丁
目
十
七
番
一
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
は
足
立
区
役
所
南

館
十
三
階
会
議
室　

足
立
区
中
央
本
町
一

丁
目
十
七
番
一
号
）

東
京
都
第
十
四
区

墨
田
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

墨
田

区
吾
妻
橋
一
丁
目
二
十
三
番
二
十
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
は
墨
田
区
役
所
十

三
階
一
三
一
会
議
室　

墨
田
区
吾
妻
橋
一

丁
目
二
十
三
番
二
十
号
）

東
京
都
第
十
五
区

江
東
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

江
東

区
東
陽
四
丁
目
十
一
番
二
十
八
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
九
時
ま
で
は
江
東
区
役
所
本

庁
舎
七
階
七
十
一
・
七
十
二
会
議
室　

江

東
区
東
陽
四
丁
目
十
一
番
二
十
八
号
）

東
京
都
第
十
六
区

江
戸
川
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

江

戸
川
区
中
央
一
丁
目
四
番
一
号

東
京
都
第
四
区

大
田
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

大
田

区
蒲
田
五
丁
目
十
三
番
十
四
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
九
時
三
十
分
ま
で
は
大
田
区

役
所
本
庁
舎
十
一
階
第
六
委
員
会
室　

大

田
区
蒲
田
五
丁
目
十
三
番
十
四
号
）

東
京
都
第
五
区

世
田
谷
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

世

田
谷
区
世
田
谷
四
丁
目
二
十
二
番
三
十
三

号（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
九
時
ま
で
は
世
田
谷
区
立
世

田
谷
区
民
会
館
一
階
ホ
ワ
イ
エ　

世
田
谷

区
世
田
谷
四
丁
目
二
十
一
番
二
十
七
号
）

東
京
都
第
六
区

世
田
谷
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

世

田
谷
区
世
田
谷
四
丁
目
二
十
二
番
三
十
三

号（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
九
時
ま
で
は
世
田
谷
区
立
世

田
谷
区
民
会
館
一
階
ホ
ワ
イ
エ　

世
田
谷

区
世
田
谷
四
丁
目
二
十
一
番
二
十
七
号
）

東
京
都
第
七
区

渋
谷
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

渋
谷

区
宇
田
川
町
一
番
一
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
九
時
三
十
分
ま
で
は
渋
谷
区

役
所
本
庁
舎
十
四
階
区
議
会
大
会
議
室　

渋
谷
区
宇
田
川
町
一
番
一
号
）

東
京
都
第
八
区

杉
並
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

杉
並

区
阿
佐
谷
南
一
丁
目
十
五
番
一
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
は
杉
並
区
役
所
本

庁
舎
六
階
第
五
・
第
六
会
議
室　

杉
並
区

阿
佐
谷
南
一
丁
目
十
五
番
一
号
）

東
京
都
第
九
区

練
馬
区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

練
馬

区
豊
玉
北
六
丁
目
十
二
番
一
号

（
た
だ
し
、
十
月
十
五
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
前
十
時
ま
で
は
練
馬
区
役
所
本

庁
舎
十
九
階
一
九
○
七
会
議
室　

練
馬
区

豊
玉
北
六
丁
目
十
二
番
一
号
）
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定
め
た
。

令
和
六
年
十
月
十
一
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

一

令
和
六
年
十
月
十
五
日
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